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三田五丁目西地区の地権者の皆さま、 
 

2021年 5月 6 日 

再開発勉強会有志 
 

【かわら版第 8号】 

業者による「強引な勧誘」にご注意  
 

先週、住友不動産の社員が某地権者宅を突然訪れ、恐怖感を

覚えた住民が 110番通報し警察が出動する騒ぎがありました。 

皆さまご注意下さい！ 

地権者の組織とされる「準備組合」の名を語りながらも、実際に

訪問するのは、明らかに地元民ではない背広姿の住友不動産

側の社員だとの報告が寄せられています。彼らは事業者目線で

「再開発を進めること」を目的とする人たちであるため、最初から

再開発への同意を得ようと地権者宅を何度も何度も執拗に訪

れ、強引な説得を行うのだそうです。（各地の地権者団体情報） 

しかし、平和に暮らす地権者宅へ何度も押しかけ、強引に説得

しようとする行為は「迷惑行為」以外の何ものでもありません。 

住友不動産は「住友の事業精神」を踏まえる形で、社員に対す

る行動指針として「法令、社内規則、社会常識、倫理に基づいた

事業活動を行うこと」及び「地域社会との信頼関係を持続させる

こと」の遵守を全社員に義務付けています。 

地権者に対する「突然の訪問」、「執拗な訪問」、「強引な説得」

などは全て住友不動産の社内行動指針に反する行為です。 

従い、住友の社員はこれらの「迷惑行為」は控えるべきです。 

なぜ彼らは執拗で強引なのか？ 

他地域からの情報によれば、再開発事業者は地権者が再開発
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に対する知識が身につかぬうちに、「タダで新築マンションに住

める」などと言った甘い言葉で出来るだけ多くの同意書を地権

者から集めようとするのが手法なのだそうです。その同意書にし

ても、その中身は「白紙委任状」に近く事業者側に有利な内容な

ので、地権者に気づかれぬうちに同意書を手っ取り早く取付け

再開発に持ち込むことが彼らにとり重要になって来るとのこと。 

以上はあくまでも他地区からの忠告であり、三田でそれが確認

された訳ではありませんが、「備えあれば憂いなし」です。 

ではどうすべきか？ 

再開発に同意するしないは皆さま一人一人の自由裁量です。 

しかし再開発の基礎知識もないまま、事業者側の言われるまま

同意書にハンコを押すことだけは避けるべきです。 

再開発も不動産取引です。安易にハンコを押したばかりに後日

後悔することになってはいけません。先ずはご家族やご近所、

できれば専門家も交えてじっくり検討してください。急ぐ必要はあ

りません。「急いては事を仕損じる」の言葉を肝に銘じて下さい。 

執拗な訪問活動への対処法 

私たちの平和な生活は決して乱されるべきではありません。 

不快感を感じたら、先ずは「訪問しないでほしい」ことを相手へ

意思表示して下さい。それでも訪問が止まない場合は迷わず

110番通報して下さい。警察は強引な勧誘業者の手口を熟知し

ており、訪問を巡りトラブルが起きることを最も警戒しますので、

必ずや適切な相談に乗ってくれます。何よりも警察へ通報する

ことが肝要です。相手は有名企業及び関係先の社員ですから

警察の忠告を受ければ「迷惑行為」は治まる筈です。 

 

(世話役：佐々木光子 h7835575@yahoo.co.jp)   
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